
郷分町（郷分排水機場付近）

　９月定例県議会が９月１８日から１０月２日まで開催され、
７月広島県内へ甚大な被害があった豪雨災害で、私は県

の災害対応や今後のハード・ソフト両面に渡る防災・減災
の強化を中心に１４項目にわたり質問を行いました。

平成３０年９月定例本会議で7月豪雨災害から今後の県の防災・減災対策中心に質問を行う

質
問

答
弁

そ の 他 の 質 問
●災害発生前から時系列に行政の関係機関の対応
を決めるタイムラインについて
●災害前に自分自身の命を守る避難行動により逃
げ遅れゼロを目指すマイ・タイムラインの導入につ
いて
●県民の意識調査や県の災害時対応を検証する『避
難行動および初動・応急対応検証事業』について
●災害時の避難行動要支援者や災害弱者の名簿情
報の提供を可能とする条例の必要性について
●プラス思考で住民の避難行動を促す避難意識変
革の取り組みについて

●迅速な対応が可能な移動型トレーラーハウス活用
した仮設住宅の導入に向けた取り組みについて
●避難所となる学校の洋式化トイレの整備について
●災害時お湯の必要のない液体ミルクの備蓄につ
いて
●豪雨被災の企業支援と企業の事業継続計画のＢＣ
Ｐの見直し支援について
●来年10月からの幼児教育・保育無償化が実施に
向け、県の見解について
●利用者増の予想から保育環境の整備や保育士確
保など待機児童対策での県の役割について

1．福山市内の浸水被害地域の河川の治水対策の見直しについて
　県所有の排水ポンプ車の体制を強化してはどうか。また、各排水機場の排水
能力の改善や新たな、排水設備の整備、そして浸水被害区域の河川の新たな治
水計画が必要ではないか。

　県で「平成３０年７月豪雨災害を踏まえた今後
の水害・土砂災害対策のあり方検討会」を設置、
年内を目途に中・長期的な対策をとりまとめる。

必要に応じ河川整備計画の見直しを行うとともに河川改良復旧や排水能力
の向上も含めた治水対策を検討していく。また、今年度末までに県の排水ポ
ンプ車を２台追加配備する。河川の水位情報を県民にお知らせするため水位
計や監視カメラを市と連携し順次、設置するなど体制を強化する。
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2．ため池の災害対策について
　今回の豪雨で県内ため池の
被害数は3 0カ所で決壊、
105ヵ所で損壊した。今後、防
災重点ため池の選定基準の見
直しと明確化、ため池に対する
ソフト・ハード面の対策を伺う。

　発災以降８月末にかけ緊急点検を行い、被害のあったため池に
対しては、市町や管理者が応急措置を行った。今後、利用されない
ため池については、廃止に向けた手続きを、引き続き農業用水とし
て利用されるため池は、改修や耐震化対策を実施する。また、市町
のハザードマップの作成・周知も強化し、下流住民の避難行動を促
すことを検討をする。すべてのため池で整備・廃止・管理に関する
方針を今年度末までに策定できるよう検討を進めている。

9月定例議会で一般質問

河川の治水対策や災害時の対応について

ひ ろ し ま 県 議 会 県 政 報 告
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公明党山本ひろし参議院議員と
７月豪雨災害現場の調査

①土砂災害現場（9月神村町）議員活動報告

②河川護岸崩落現場
（9月沼隈町能登原）

③ため池の老朽化・災害対策
（9月沼隈町能登原）

①JPA中・四国ブロック交流会で
　広島難病連会長と（広島市東区）

②障がい者就労支援施設理事長と
　（今津町）

③県議会常任委員会で障がい者支援に
　ついて質問（生活福祉保健委員会）

皆さまの声が実現しました
県独自の大学等進学時の
給付型（変換不要）奨学金
制度の実現

ＡＩ/ＩｏＴ/ロボットの民間企業実
験支援や技術人材育成支援・デ
ジタル技術導入の補助制度実現

松永新市線県道崩落個所の修復
（神村町）

本谷川護岸崩落個所の修復
（沼隈町能登原）

中小企業の人材確保に向
けて従業員に対する大学
時代の奨学金を企業が返
済する制度を応援

介護施設など介護ロボッ
ト導入支援制度の実現

障がい者の方や災害時に
支援必要な方のためのヘ
ルプマークの県導入と無
償化により県内市町窓口
で配布開始

難病患者支援団体や障がい者支援関係者と意見交換行い、障がい者支援に取り組む
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